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1. 目的 
一部のチーム制オンライン対戦ゲームでは、
ゲーム自体に組み込まれた自動マッチメイキ
ングシステムでの対戦以外で、技術向上のた
め他のスポーツで言うところの練習試合を行
うことがある。事前に決まっている対戦相手
の得意な戦略や得意キャラクターに対して、
こちらも対策を練り実際に対戦することで自
動マッチメイキングによって組まれる試合と
は違った成果を得ることができる。 
練習試合は技術向上の過程において重要だ
と考えられており、プロゲーマーの間では賞
金のかかる公式試合の練習としてプロ同士で
練習試合が行われている。[1] 
練習試合の募集、応募のプロセスをプロだけ
ではなく多くの人へより分かりやすく提示す
ることで募集、参加のハードルを下げ、コミ
ュニティの活性化を目的としている。 
 
2. 実現手法 
現在一般的には、「Discord」のゲームタイト
ル毎の大規模サーバーで練習試合募集用のテ
キストチャンネルが存在し、そこにチームの
代表者が指定日時を書き込み、それを見た別
チームの代表者が直接連絡を取ることで対戦
日程を決めている。 
このやり方は、応募する側から見ると投稿さ
れた募集がまだ募集中なのか、対戦相手が決
まってしまったのかが不明瞭である。加えて
Discord テキストチャットの仕様上、募集が
新たに投稿されると、前の投稿が流れてしま

い、見づらいというデメリットがある。 
これを解決するために、Discord 上で募集中
一覧を分かりやすく確認できるようにする
Bot を制作する。（図１） 

 

図 1：応募する側から見た募集一覧イメージ 
 
3. システム概要 
システム構成を図２に示す。募集を行う側は、
代表者が日時や平均レートなどをフォーマッ
トに基づき入力し、投稿すると募集中一覧か
ら確認できるようになる。応募側は出力され
た募集一覧から、現在募集中の対戦を確認し、
希望条件を満たす募集があれば、記載されて
いる連絡先に連絡を取ることができる。 

 
図２：システム構成図 



Discord 用 API ラッパーである discord.py
を Python で扱い、データベースには
PostgreSQLを使用する。実行環境はHeroku
を使用し、クラウド上にデプロイすることで、
常時起動が可能になる。 
 
4. 現状と今後の課題 
現状として全募集の一覧出力、自分の投稿一
覧出力、募集の新規投稿、編集、削除、を実装
できている。入力では、「!post チーム名,対戦
日時,平均レート,試合数,コメント」と予め定
めたフォーマットで入力することで、データ
ベースへの登録ができる。出力の面では図１
のように募集を一覧で確認するところまで実
装した。 
今後の課題は２つあり、１つ目は予め自分の
レートを登録することで、新規募集が登録さ
れた時に近いレートである場合、自動的に近
いレートの募集が投稿されたことを通知する
機能を実装したい。反対に、新たに募集をか
けようとした時に、既にある募集の中からふ
さわしい募集があれば、その募集内容を提示
する機能を考えている。 
２つ目は現段階ではデータベースへの登録
を、カンマ区切りの一行から分割しデータベ
ースに格納している。利便性を考慮し、LINE
のチャットボットのように、対話形式でチー
ム名、募集日時等を決定できるような仕様に
変更したい。 
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